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現代社会では一般に 「労働」 と 「生活」を分離 したものとして、あるいは対立 したものとし

て扱 うことが多い。「労働は社会的に行われるが、生活は私的に行われる」 とか 「労働 はある
なまみ

目的に向かって合理的に行われるが、生活は、生身の人間の不合理を含む測定不可能な営みで

ある。両者は異った原理で動いている」 というような表現は、あちこちで散見する言葉である。

生産の場所と生活する場所が離れ、時間的にも区分 されている勤労者の生活にとって、労働

と生活が異ったものとして意識 されるのは、ごく自然な認識のされかたであろう。

しか し、ここでは、労働と余暇を内包する全体としての生活を 「生活」 と呼びたい。24時

間の生活、あるいは一年の、あるいは生涯の生活の中で、労働 と余暇が、どのように依存関係

を持ち、影響 しあい、あるいは対抗 しあっているか、 という視点でこの小論をまとあることに

する。 一
(瀏 時間を含む)驪 炉 ●用便 ● ③のAl齢 育児

③のBは 教養、 レク リ

エーシ ョン交際な ど

①+②+③ で成 り立 って いるのが生活で あるか ら、労働や余暇 は生 活の一部であ る。

②+③ を広義 の余暇 とす る場合 もあるっ ま り、労働以外 の時間を さす。

③ 余暇 は③ のみ、 または③ のBを さす場合 がほ とん どで ある。つ まり義 務 に拘 束 され ない 自由時 間 を

意味す る。一
上図は労働科学研究所が 「疲労」を指標として考えた余暇の概念で、自由で創造的な活動ができる生理

的条件が整っている場合の活動を余暇活動と呼んでいる。独自の区分法といえる。この場合の疲労回復時

間は、経済学が言う労働力再生産時間の概念に近い。

生活にとって労働 とは何か、と言えば、まず第一には、生きていく糧を得 るために不可欠な活

動である。労働の結果が農産物のように現物の形で得 られようと、サラリーマンの月給のよう

に貨幣として得 られようと、どの時代、どの社会においても労働なくして人は生きられなかっ

た。このような労働を経済学は必要労働とよぶ。社会的側面から言えば労働によって人間社会
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は維 持 され て きた の で あ る。

しか も人 間 は フ ラ ン ク リンの言 う 「道 具 をっ くる動 物 」 で あ るか ら、 技 術 革新 に よ って労 働

の あ り方 は大 き く変 わ り、 そ の細 分 化 、 効 率 化 は生 産 力 を 飛 躍 的 に 高 め る と同 時 に、 技 術 、 機

械 に依 拠 した時 間配 分 の しか た が人 間 を支 配 す る よ うにな る。

ま た市 場 競 争 の下 で よ り多 くの利 潤 を求 あ る資 本 制 生 産 は、 っ ね に新 しい技 術 を と り入 れ よ

う とす るが 、 そ れ が労 働 時 間 の短 縮 に た だ ち に結 びっ くこ と はな い 。 内 的 な労 働密 度 の点 で も、

外 的 な労 働 時 間 の点 で も、 余 暇 を で き るだ け圧 縮 しよ うとす る衝 動 を 持 っ 。 労 働 時 間 を め ぐる

労 使 の抗 争 は、 労 働 賃 金 を め ぐ る抗 争 の歴 史 と と もに今 日 に至 って い る。 た とえ ば1953年 、

ドイ ッ のDGBは 週5日 制 労 働(40時 間労 働)を 掲 げ、1956年 に は ドイ ツ金 属 労 働 産 業 組 合

が6週 間 の ス トラ イ キ の後 、 週 休2日 制 を 実現 した。1984年 に54万 人 が 参 加 した ス トラ イ キ

に よ って、 週37～38時 間労 働 が達 成 さ れ た。1990年 に は、 金 属 労 組(IGメ タ ル)が95年

ま で に週35時 間 労 働 に移 行 す る こ とを 経 営 側 と合 意 し、 フ ォル クス ワー ゲ ン は ひ と足 先 に 週

36時 間労 働 に移 行 した。 な お介 護 保 険 導 入 に際 して 、年 間1日 の祝 日 返 上 が 定 め られ た が 労

働 者 側 の不 満 は大 き い。 労 働 時 間 と賃 金 の二 っ の要 素 の うち、 ど ち を重 くみ るか とい う点 で は、

日本人 は長 い間 、 賃 金 に重 きを お いて きた もの の 、1967年 頃 か ら変 化 が あ らわ れ は じあ 、80

年 代 に は と くに若 い世 代 で 逆転 し、 長 時 間労 働 、 残 業 の多 い企 業 は、 賃 金 が高 くて も敬 遠 さ れ

るよ うに な った。(表 ①)

(出所)総 理府 「余暇に関する世論調査(1971年)「 週休2日 制 ・余暇に関する世論

調査」(1972年)。「勤労意識に関する世論調査」(1974年)。「仕事と余暇に関する

世論調査」(1977年)。「労働時間 ・週休2日 制に関する世論調査」(1986年)。「労

働時間 ・週休2日 制に関する世論調査」(1991年)。

時短 を望 む者 は、官公庁(57.1%)、 管理職 ・専門技術職(48%)、

事務職(48%)に 多 い。

他 方 、 企 業 の側 で も質 の高 い人 材 を望 め ば、 労 働 時 間 を短 縮 せ ざ る を得 な か った し、 国 際 的

に ア ン ・フ ェア な長 労 働 時 間 が ソ シア ル タ ン ビニ グ と して 非 難 され た こと も・あ って、 大 企 業 か

ら徐 々 に時 短 が進 行 中で あ る。 しか し日本 の労 働時 間 は経 済環 境 に左右 され やす く、オ イル シ ョッ

クに よ って 逆 に再 延 長 され た り、80年 代 末 か らの 時 短 促 進 も94年 不 況 に よ って停 滞 した り延
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長されたりしている。先進国中、最 も長い労働時間であることは、今 日も変わらない。 この点

については後にのべる。

アダム ・ス ミスが言 ったように、労働は労苦であり、「自由の犠牲」の代価が賃金であり報

酬であるとしても、労働はただ生存のためのやむをえない苦役としてだけ存在するのではない。

(必要労働 には多かれ少なかれ拘束が伴 うものの、今口のように労働 と余暇が先鋭化 して区分

されることは、資本主義社会以前にはなかった。苦役 と楽 しみがこのように分裂する社会の問

題性に注目する必要がある)人 間は、労働によって能力を伸ばし、熟達と創意工夫によって、

労働を通 して自己実現をはかる一面もあるからである。

それだけではない。労働は分業の一分肢を担 っていることか らもわかるように、それぞれの

労働は社会的に連結され、人は労働によって社会とのっながりを持っ。職業を持っことは、 自

分が社会か ら役に立っ有用な人間であると認知されることであるか ら、働 くことによって人間

は、自分の社会の中での存在価値をた しかめているのである。っまり労働 は 「生 きがい」であ

る、といわれるのは、右のような二っの理 由によるものであると思われる。(勤 労の勤はいそ

しむの意であるが、いそいそと喜んでという意味を含むという)

定年退職 した人 びとが、年金で生活できて も、生きがいを失なって喪失感にとらわれ、社会

か ら疎外 されたと思うのは、労働が苦役であると同時に、`社会に役立 っているという自己存在

感、 自己実現の要素を持 っているからにほかならない。

このことは女性の労働 にっいてもあてはまる。女性が働 く理由に 「よ りよい生活を望 む」

「住宅のローンや教育費のため」という経済理由と並んで、「自己の能力の発揮」「自己実現 の

ため」 という理由を必ずあげている。(表 ②)
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就労理 由をたず ねた調査 で は男 の

第一 が生計 のため(82.3%)第 二が

貯蓄(44.2%)、 第三 が生 きが い

(37.5%)と な っている。

女性 は第一 が自由に使 え るお金 の

ため(39.5%)第 二 が貯蓄(37.0%)

第三 が生 きがい(33.1%)。

高齢者の有業率及び雇用者率の推移

(注)1.数 字 は平成4年 の有業率。

資料:就 業構造基本調査(総 務庁)
,

(注)1.無 業者 を含 む全数 の中で の比率。

資料1就 業構造基本調査(総 務庁)

就業構造基本調査(総 務庁)

日本国憲法が第27条 で 「すべての国民は勤労の権利を有 し」 と規定しているのも、労働 に

は右のような本質があるからだろう。

マルクスはプロテスタンティズムの 「労働の倫理」が、資本主義の利益に適合 したイデオロ

ギーである、 と批判 したが、 しかし、アダム ・ス ミスの 「労働は苦痛である」 という考えには

同意 しなかった。労働が苦役であるのは、資本家に雇用 される労働者が、資本に搾取されると

いう資本制生産特有のシステムに由来するのであって、生産の技術が労働者の労働を軽減 し、

労働者自身が経営に参加するようになれば、労働 は苦役ではなくなる、 と彼 は考えていた。

それだけでな く、労働こそは人間を他の動物から区別する属性であり、労働によって人間の

頭脳 と能力 は発達 し、労働によって社会的な連関がっくられ、労働によって社会 は維持発展す

るのだと考えた。彼は労働の本源的な意味を 「労働は自然 と人間をっなぐ環であり、 自然 と人

間とのあいだの、たえざる物質代謝を媒介する不可欠な行為」だと要約 している。

しかし、利潤の増殖を目的とする資本制生産は、労働者の生理的限界ぎりぎりまで労働時間

を延長 しよ うとしたか ら、労働者の人間 らしい生活のための自由時間の増加 は、なかなか実現

できなかった。必要労働時聞をこえる剰余労働時間を、資本の利潤のために使うか、労働者の
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ための余暇とするかの綱引きは、好況不況、労使の力関係などによって左右されなが らも、労

働時間短縮はあらゆる意味で必要であった。労働が しだいに頭脳や神経の疲労を伴う労働になっ

たことや大都市圏の通勤事情、労働の質を高めるための教養時間の必要や男女の家庭責任の平

等化などが、労働時間短縮を社会的に要求 した。

「自由時間は余暇であるとともに、より高度な活動 新聞をよみ、講演をきき、趣味を向

上させるなど、奴隷か ら区別される文明への参加一の時間となる」 という言葉を、資本論 とい

う出典ぬきで読めば、現在 くり返 されている言葉 と、ほとんどかわらない。

資本論か らほぼ80年 おくれて、1938年 、ホイジンガは著書 「ホモ ・ルーデンス」で、 文化

的創造(言 語、競技、法律、戦争、知識、芸術などのすべて)が 、遊びを土壌としている、 と

のべ、遊びの持っ創造力を証明しようと試みた。

「遊び」が人間の本質的な何 ものかであることは1986年 「遊びと精神医学』 の町沢静雄 の

論文によっても分裂病の患者が自然に遊びを始めると、回復が早まることがのべ られてお り、

精神病の回復と遊びの関連性が指摘されている。また労働科学研究所の研究によると、勤労者

がノイローゼや、 うっ病などに陥るときの兆候は、遊びさえも精神的な負担と感 じ、遊びを忌

避するようになることか ら始まるという。

また、小児科医の松田道雄は、子どもに関する多 くの経験か ら、子ども達 にとって、 自発的

で自由な遊びがどんなに大切なものであるかを著書 「自由を子どもに』の中で力説 している。

子どもは遊びの中でこそ、誰にも強制されない、自発的で楽 しい創造的な自分になることがで

きる。遊 びの中でこそ、自分が自分の主人公になれる。自分が自分の主人公になったことのな

い人は、 いっも誰かに指示 してもらって動 く人間になり、自立 した人間にはなれない。子ども

は遊びという経験を通 して、本当に自分がやりたいことの楽しさを知 り、受身でない創造力を

発揮することに目覚めるのだと言 う。遊びがなければ仲間を持っことの本当の楽 しさを知るこ

ともできない。 自立 した、 自分の主人公になったことのある人でなければ、他人を自立 した入

間として尊重することもできない。 と言 っている。

上記のことは、人 となる過程の中で、あるいは人 となってからも、人間にとってなぜ遊びが

必要であるか、 という意味を示唆していると言えよう。労働が、ある目的に向って行う意識的、

計画的な活動であるとすれば、遊びは外か らの指示命令を受けることのない、眞に自発的で自

由な、「遊びそのものが楽 しい」という行為である。遊びは現実をいったん離れて、現実 を越

える自由なイメージを描 き、やがては現実を変えていくエネルギーともなる。

同じことを他の角度からスピノザは 『エチカ』(1677年)の 中で次のようにのべている。 人

間の体は性質を異にする多 くの部分か ら成 り立 っているので、それぞれの器官がいっもよく働

き心身共に能力を十分に発揮するためには、それぞれの諸器官が多様で必要な栄養をとらえね

ばならない。自由な生活の楽 しみこそが、生命活動の栄養である、と。

ッィアビの論説集 「パパラギ」(1920年)も また言 う。「すべての職業 は、 それだけでは不

完全なものなのだ。なぜなら人間は手だけ、足だけでなく頭だけでもない。みんなをいっしょ

にまとめていくのが人間なのだ。……からだの全部、心の全部がいっしょに働いて、はじめて

人の心はすごやかな喜びを感 じる。だが人間の一部分だけが生きるのだとすれば、ほかのとこ
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ろはみな、死んでしまうほかはない……腹いっぱい食べ、屋根を持ち、村の広場で祭 りを楽 し

むために、神さまは私たちに働けとおっしゃる、だがそれ以上になぜ働かなければならないの

か」。気の毒な白人が限 りない金もうけのために病気 になっているのに対 して、 ツィア ビの住

むウボル島の人びとは、太陽や風や海を相手に、楽 しく、日々充実 して生きている姿が描かれ

ている(岡 崎照男の訳 による)。

なお、 日本で生活学を提唱 した川添登が、生活学の方法として、束縛を受けない自発的な活

動を生活 と考え、遊びの研究か ら始めたということも示唆に富む。

これらの先人の論説や言葉か ら、そ して私達自身の経験から、労働と余暇の二っの要素が、

人間にとって不可欠の ものであり、属性でもあることを知ることができる。

では、戦後日本の労働と余暇は、どのように関連 しっつ今 日に至 ったのだろうか。日本の労

働 と余暇の特徴は、どのような ものなのだろうか。

戦後、 日本の社会で レジャーという言葉がはやり出したのは、余暇開発センターによれば

58年 から、石川弘義 「欲望の戦後史」によれば、1960年 、61年 からだという。 この年 のゴー

ルデ ンウィークに、「朝 日」「毎日」だけで8本 の大きな レジャー広告があった。

「レジャー ・ウィークの計画発表、いまやたけなわのゴールデン・ウィークを有意義なレジャー

ですごす。 こんなプランはいかがですか」

「青い海のレジャー ・タイム。イタリア映画"歌 え!太 陽'シ リーズ、サマー リゾー ト・レ

ジャーウエア発表会」など。

週刊誌 もレジャー宣伝広告 と同時に、 レジャー特集記事を組んでいる。

1945年 。戦争直後は、一人あたり僅か743カ ロリーの食糧配給で、46年 には1千 万人餓死

説が眞実味をおびて語 られていた。

1950年 代 になって、朝鮮戦争特需景気があり物資統制配給が解除され、1960年 、経済白書

は 「もはや戦後ではない」 と宣言する。60年 代に入ると所得培増の高度経済成長期を迎える。

貿易自由化が本格的になったことは、 日本の企業がそれだけの体力をっけたことを意味 し、そ

の頃から消費革命(使 い捨てと、電化製品の普及)時 代にはいる。

これらの時代的背景を受 けてレジャーにかんする宣伝が盛んになったことは自然のなりゆき

だった。 しか し一方で人間疎外という言葉が一種の流行になったのも60年 代だった。「経済の

成長 と 「労働過程での人間疎外」 はレジャーの二要素、だと言われる。(因 みに、戦前の労働

と余暇にかんする研究的要約にっいては、寺出活司著 『生活文化論への招待』新文堂、の第4

章 「近代 日本の生活文化」が私の知る限りでは、最 もす ぐれた社会論 になっている)。

60年 代からのレジャー時代に対 して、 レジャーの意味を、 日本の識者達 はどのよ うに捉え

ていたのだろうか。ほとんどは欧米の社会学者達(デ ュマズディエ。S・ パーカー。G・ ソウ

ル。C・ ブライ トビルなど)と 同様な見解を発表 している。(た とえば新津晃一、野沢浩、藤

竹暁、藤本武、川添登など)。それらは、 日本の会社人間や長労働時間に対する批判的立場 を

多かれ少なかれとっていて、余暇とは 「拘束や義務か ら開放され、自分の判断や選択によって

自由に使用される時間であり、そこで何をしていようとかまわない」という原則的立場をとり

っっ も、健康や家族だんらんのための 「生活の回復」「自己を主体的、積極的に高める自由」
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「労 働 と余 暇 を 鋭 く対 立 分 裂 した もの と して 意 識 す るよ うな、 労 働 の あ りか た 、 社 会 情 況 へ の

批 判 」 「レジ ャー が環 境 破 壊 に手 を貸 す」 こ とへ の 問題 提 起 な ど、 さ ま ざ ま な観 点 を く り ひ ろ

げ て い る。(私 の浅 学 の た め か、 ヨー ロ ッパ に は ア リス トテ レス、 ソク ラテ ス 、 ア ト リ ッ ク の

ヨゼ フ ・ビーバ ー、 プ ロ テ ス タ ン トの リチ ア ー ド ・バ ク ス ター、 シアル ル ・クー リエ、 カー ル ・

マ ル ク ス、 マ ック ス ・ウ エバ ー 、 の 余 暇 にか ん す る思想 史 が あ るの に
、 日本 独 自の

余 暇 を め ぐる思 想 史 に っ い て は、 ま だ発 見 で きな いで い る。 日本 人 は、 余 暇 そ の もの の意 義 に

っ いて 、 昔 か ら意識 化 して論 じ る必 要 が な か った の だ ろ うか)

さて 、 余 暇 開発 セ ン ター の 『余 暇 は ど う変 わ った か』 や石 川 弘義 『戦 後 欲 望 の歴 史 』 に よ る

と、1940年 代 の余 暇 は、 生 活 の 困 窮 に もか か わ らず 、 「性 の開 放 」 が 占領 軍 とパ ンパ ン ガ ー ル

に よ って 、 ア メ リカ式 文 化 の流 入 と い う形 で 日本 社 会 を風 靡 した。 第 一 次 ベ ビー ブ ー ム時 代 で

あ る。 他 方 で は貧 困 と開 放 の裏 返 しと して、 ま っさ き に息 を吹 き返 した のが ギ ャ ン ブル で あ っ

た。 競 輪 、 競 馬 、 宝 く じ、 マ ー ジ ャ ン、 街 頭 賭 博 が 堂 々 と横 行 し、 それ は人 間 の本 能 的欲 求 を

満 た す娯 楽 で あ った と い え る。 家 庭 で の楽 しみ は、 もっ ぱ ら戦 時 中 と はす っか り調 子 を変 え た

ラ ジオ と映 画 で あ った。

50年 代 は前 述 した よ うに、 日本 の主 権 回復 、 朝 鮮 戦 争 特 需 な どで 経 済 が 回 復 し、53年 に は

国 民 所 得 だ け をみ れ ば(住 宅 な どの ス ト ック は まだ は るか に貧 困 だ った)戦 前 の水 準 に到 達 し

て い る。55年 の神 武 景 気 、50年 代 末 の テ レ ビ、 洗 濯 機 、 冷 蔵 庫 の三 種 の 神 器 家 電 ブ ー ム が 始

ま っ た。

50年 代 の レジ ャー は、40年 代 に ひ きっ づ き公 営 ギ ャ ンブ ル とパ チ ンコ店 の 隆 盛 で あ る 。51

年 、 パ チ ンコ店 は全 国 に4万5千 店 あ り、 現在 の2.5倍 に達 す る。

50年 代 後 半 に は テ レ ビが ラ ジ オ に と って 代 り家 庭 娯 楽 の 中心 にな り、 「週 刊 新 潮」 な ど週 刊

誌 が数 多 く創 刊 され た。 映 画 は58年 を ピ ー ク に テ レビ に と って代 わ られ る。

家 電 製 品 の普 及 に よ って主 婦 の家 事 時 間 が減 少 し、 主 婦 が レジ ャーの 時 間 を持 っ こ とが で き

る よ うに な った の も この頃 か らで あ る。

60年 代 は国民 所 得 倍 増 計 画 に よ って投 資 が投 資 を呼 び、64年 、 東 京 オ リン ピ ック もあ って 、

い ざ な ぎ景 気 と呼 ばれ る経 済 の 高 度 成 長 が あ った。 そ の 結 果 、 大 量生 産 ・大 量消 費社 会 に な り、

高 速 道 路 や新 幹 線 の整 備 も進 ん で 、 レジ ャー もま た、 マ ス レジ ャー 時代 に突 入 す る。 しか し、

そ の裏 側 で は公 害 問 題 が 人 命 に も及 び、 学 生 運 動 な どの 反 体 制運 動 が盛 ん に な っ た。

こ の時 代 の レ ジ ャー は、 カ ラ ー テ レ ビ、 ク ー ラ ー、 マ イ カー の新 三 種 の神 器 、 モ ー タ リゼ ー

シ ョ ンと モ ー テ ル、 海 外 旅 行 、 レジ ャー ラ ン ド、 トル コ風 呂な どが流行 した。競 馬 が競輪 に と っ

て 代 って 大 衆 化 した。

余 暇 の 大 衆 化 に対 応 して 、 この 時 か ら余 暇 産業 の大 規 模 化 が始 ま り、 新 しい成長 業種 とな る。

ゴル フ場 建 設 ブ ー ム も始 ま った。

企業 が 従 業 員 とそ の家 族 む け の保 養 施 設 を一 流 観 光 地 に福 利 厚 生 施 設 と して 建 て た の も この

時代 の特 徴 で あ る。

1970年 代 は ドル シ ョ ック と いわ れ る円 高 不 況 と オイ ル シ ョッ ク に よ っ て 、 経 済 は大 き く低

迷 し、 省 エ ネ、 節 約 の 時代 に な る。72年 、 これ まで 国民 所 得 の 量 の 増 大 の み を 繁 栄 と考 え て
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きた日本の社会が、質的転換をなすべき好機であったのに、田中角栄による列島改造論は開発

ブームを呼び地価高騰をもたらして経済の体質改善を妨げた。 その結果77年 の円高不況では

企業倒産数で戦後、最大となる。「働かせ、円高にして首を絞め」の川柳の通 りであ った。60

年代までILO勧 告 もあって短縮をっづけてきた労働時間は、 この後企業の リス トラ合理化路

線で、労働時間延長へと逆戻 りをはじめ先進国中、最長の労働時間となった。

このような社会の背景の中で、 レジャーは不要不急、と言われ、高度経済成長に浮かれたレ

ジャーブームは 「安、近、短 レジャー」に流れが変わる。カルチャーセンターやスポーツ、ゲー

ムセンターなどの身近な余暇活動が盛んになり、ママさんバ レーや、75年 に始 った高齢者む

きのゲー トボールは全国にまたたくまにひろが った。カルチャーセ ンターブームに応えて、朝

日新聞社の 「朝 日カルチャーセンター」、NHKの 「NHK文 化センター」が設立 される。文化

関連情報誌 「ぴあ」の創刊 も72年 のことである。インフレと不況の中で余暇産業は低迷 した。

80年 代は、貿易黒字摩擦にみ られたように、70年 代の不況を、輸出によって回復 させた時

代である。その結果円高が進み、輸出をへらすため内需を拡大せざるを得なくなった。超低金

利政策や財政支出によって株価と地価のバブル経済時代を迎える。地価や株価が急騰 したこと

か ら、人びとは、資産価値が大幅に上ったと思 いこみ、70年 代の反省 もどこへや ら、再び高

額浪費に酔 うようになる。

この時代 の特徴は、余暇産業の急成長である。東京ディズニーランドなどのテーマパーク建

設があいつ ぎ、長崎オランダ村、 日光江戸村などが各地にっ くられた。87年 の リゾー ト法の

成立は、バブルをかき立て、 ゴルフ場、スキー場、 リゾー トマンションなどを乱立 させて、環

境破壊を大 きくした。また88年 、東京 ドームの建設は、各地に ドームブームを呼び起 こした。

地方自治体が地域振興の名 目で各地で博覧会を開催 し、かえって赤字を出したのもこの頃であっ

た。

この時代の特色 は、開発 ブームと同時に、 ソフト・レジャーが盛んになったことである。任

天堂のファミコン、CDプ レーヤー、 レンタルビデオ、 ラジカセ、 ビデオカメラ、カラオケボッ

クス、デジパチとよばれるパチ ンコなどがある。 コンピュータのによる海外ネットワークが進

んで、海外旅行者が一千万人をこえたことも、世界の驚異 となった。

90年 代は、バブル経済が崩壊 し、長期不況が訪れた時代である。景気はなかなか好転せず、

不良債権を抱えた金融不況と倒産がひろがりつつある。政治も長 きにわたる自民党の一党支配

が崩れて、連立政権が登場 して流動的になった。

この不況をきっかけに、労働時間短縮臨時措置法が定あられ、所定労働時間を週40時 間に

すること、残業時間の短縮をはかることが進められ、育児休業法、介護休業法 も制定された。

余暇時間がひさしぶりに増えたことを意味する。余暇の増大は必ず しも企業の損ではなく、余

暇によって買物をしたりレジャー産業を盛んにする効果があることが宣伝された。

80年 代の リゾー トブームは完全に崩壊 し、自然破壊のあとだけが残 った。地価下落だけで

なく円高による 「価格破壊」 と称する物価下落がはじまり、 レス トランや外食弁当などの価格

も下がった。不況対策のための公共事業 は地方 自治体の公共スポーッ施設、公民館などを次々

に建設 したか ら、地方自治体の負債は増えたが地域の中で手 ごろな楽 しみを求める 「仲間つ く
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りのレジャー」がひろが りっっあることも90年 代の特色 といえよう。生涯教育セ ンターや、

阪神大震災で注目を浴びたボランティア活動、釣りやキャンプなども盛んで、海外旅行熱 は、

旅行者数を減 らしたもののあいかわらずの盛況である。

以上、戦後の経済発展 と余暇活動の変化 を、簡単 にふり返 ってみた。

その中に余暇と労働 にかんする、いくっかの日本的特質を見出すことができる。

その一、 は、 日本独特の労働時間の長 さである。一般に引用 される日本の労働時間の統計調

査 は、労働省の 「毎月勤労統計調査」 と、総務庁の 「労働力調査」 とである。前者の労働省の

「毎勤」(通称)は 事業所を通 して調査される統計であり、後者の 「労働力調査」の方は世帯を

通 して調査 される統計である。「毎勤」に くらべて 「労働力調査」の方が、年間350時 間～330

時間長い。

これは、事業所を通す 「毎勤」調査の場合、賃金を支払わないサービス残業時間が記録 され

ないのにたいして、勤労者本人が記録する 「労働力調査」には、サービス残業時間も記録 され

るためと言われている。(表③)

しか し、一般には、労働時間が短か く出る 「毎勤」の方が引用され、専門的な論文以外にこ

の差異が明記されることは少ない。

なお、この他にも、日本の労働統計 は、欧米の労働統計にくらべて、労働時間を実態よりも

短か く計算 している点がある。その一は労働には手待時間といわれるものがあり、作業場 に入

り、実際に機械が動き出すまでの前作業、準備が行われる。 ところが、それが必然的に必要な

ものであっても、 日本では労働時間に計算 されていない。また風邪などによる欠勤、早退 など

も、それが支払い労働時間であれば欧米では労働時間に計算されるのがふっうであるが、 日本

では厳密にそれらを除外 して実労働時間だけを計算 している。

過労死問題弁護団の団長、川人博氏はその著書 『過労死社会と日本』で、た しかに低賃金が

残業の一原因であることはまちがいないが、残業が恒常化すると、サービス残業もそれに付随

して長 くなり、残業の長い企業ほど長いサービス残業をさせている。理解 しがたいのは、残業

手当て欲 しさに残業するというのならまだ しも、手当てのっかないサービス残業までする、 と

いうのは、特殊 日本的な理由があるか らではないか。

たとえば 「日本的企業システム」「企業一家思想」「滅私奉公」「儒教思想」などによって、

日本型労働の特殊性が指摘される。私の大学の卒業生達の話をきくと、就職 とは、会社の都合

で決めるすべてを受け入れる、 という暗黙の契約があって成立するのだという。出世競争や子

会社への配置転換への恐怖があって、会社 の命令のままにサービス残業を拒否できないとして

も、 このような風潮は余暇に対する価値観 にも大きな影響を与えていると思われる。

次にかかげるのは最近、埼玉県の中学の社会科の先生が送 って下 さった生徒達のレポー トで

ある。

その先生 は、社会科の時間に 「自由競争社会」をテーマに授業をした。生徒たちに 「自由競

争はいいことか?」 とたずねると、幼少の時か ら受験競争 と偏差値の差別に馴 らされてきた子

ども達は、 いっせいに 「いいことです」 と答えた。教科書には 「市場の自由競争によって、よ

い品質で安い商品が生 き残る」 と書いてあるから、生徒達が自由競争擁護派になるのも当然の

159



一①
O 表 ③ 年 間 総 労 働 時 間 の 時 系 列 上 の 比 較(労 調と毎勤)

じ



第11章 暮 らしの中の労 働 と余暇

こ とか も しれ な い。

そ こで先 生 は 「君 達 の お父 さん の一 日を 、 新 聞 記 者 に な った っ も りで取 材 して きな さい」 と

い う宿 題 を 出 した。 宿 題 の レポ ー トが 提 出 され て か ら、 先生 は、 そ れ らの レポ ー トを 印刷 して

教 材 と して使 った。 そ の うち の、 ご く一 般 的 な もの の ひ とっ を こ こに紹 介 す る。

生 徒 達 は、 お父 さん の生 活 時 間 し らべ を して か ら、 す っか り考 え が変 わ り、 次 の よ うな意 見

を発 表 した とい う。 「お 父 さん は家 族 の た め にが ん ば って 働 いて い る。 お 父 さ ん は え らい と思

うけ ど、 ぼ くは あ ん な に な りた くな い。 会 社 の 競争 は働 いて い る人 を苦 しめ る。 商 品 が安 くな

るの は い い け ど、 働 く人 間 に と って は よ くな い こ と もあ る。 自由競 争 に は あ ま り賛成 で きな い」

「で き るだ け多 くの 品 物 が で きあ が れ ば、 そ れ だ け会 社 の収 入 もふ え ます 。 会 社 員 は上 司 に は

さか らえ な い し、 も し残 業 を断 わ れ ば 会 社 に居 ず ら くな って しま う と思 い ます 。 や は り家 族 の

た め だか ら、 が ん ば って い る のだ と思 い ま す」

「国 全 体 で 改 善 しな け れ ば長 時 間 労 働 は な くな らな い と思 う。 夜 お そ くまで 働 か な い と会 社

は生 き残 れ な い し、 お父 さん もク ビにな る」

「日本 で は これ く らい働 か な けれ ば 充 分 な お金 が はい って こな い。 き っ とお 父 さん は子 ど も

表 ④ 中学社会科 の レポー トか ら

W君 のお父 さんの一 日 しらべてみて どん な ことがわか ったか。

6:00起 床、時間が限 られ るので食事 しなが ら新聞を よみ、食後 にコー ヒーをのむ。

6:50出 勤、新三御の駅 へ… 自動販売機で ポ ッカの缶 コーヒーを買 い、歩 きなが らのむ。

7:15電 車 にの り、一路渋谷 ヘ ー ラッシュ地獄

8:50会 社到着

9:00仕 事開始

9:10部 下か ら1時 の予定 を き く、部下 に仕事上の合会 を出す。

9:15～10:00お 客様 へのアポ イ ント

10:00～10:10営 業活動 のスケ ジュール をたて る

10:10～10:30上 司 と会議

10:30～12:00外 廻 り(午 前 の部)

12:00～12:30昼 食を とりなが らお客様 と電話。(怒 りの電話 などを受 けっける)

12:30～5:00外 廻 り(午 後 の部)

5:30会 社 到着

5:30～6二 〇〇 今 日の営業活動 の結果報告

6:00～6:30お 客様 にあす の仕事内容を連絡

6:30～6:50今 日の営業成績 を上司 に報告

6:50～7:00部 下 に明日の準 備を させ る

7:00～8:00今 日の仕事 の書 類作成

8:00～8:30翌 日の仕事 にかんす る書類作成

8:30～9:00管 制 室長 との打 ち合わせ

9:00～9:30退 社→電車 の中で仮眠、1日 の疲れを ここでいやす。

11:00～11:30帰 宅

11:30～12:00食 事、 ほとんど食欲がな い

12:00～12:30入 浴、歌 を うた って ス トレス会散

12:30～2:00ビ デオを見 る。1:30頃 睡眠

※ 他 の生 徒の親 も似た り寄 った りだ った。
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(単位:時 間)労働時間の変化状況

総実労働時間 所定内労働時間 所定外労働時間

昭和63年 2,111 1,922 189

平成元年 2,088 1,898 190

平成2年 2,052 1,866 186

平成3年 2,016 1,841 175

平成4年 1,972 1,823 149

平成5年 1,913 1,7so 133

平成6年 1,904 1,772 131

63～元年 △23 D24 1

元年～2年 D36 D32 △4

2年 ～3年 △36 D25 △11

3年 ～4年 D44 △18 026

4年 ～5年 △59 △43 △16

5年 ～6年 D9 △8 △2

図表序一2労 働者1人 平均年間総実労働時間の推移表 ⑤
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第11章 暮らしの中の労働と余暇

やお母さんに少 しでも苦労 させないようにおそ くまで働いてお金をかせいでいるのだ と思 う」

など、自分達の親の労働 にっいて真剣な討論になった。先生は、 もう一時間、特別に 「自由競

争と私達の幸福」 という授業を している。 しか し子ども達は、現状を批判するものの自分達の

時代に、会社人間でなくなるという希望 は持っていなかった。そして先生方 もあきらあに似た

気持だった。(表 ④)

表⑤は平均労働時間である。これを労働時間別に五っの階級に分 けてみると、年、3,120時

間以上の超長労働時間に属する労働者が全体の%、 年間2,548～3,068時 間働 く長労働時間に

属する労働者が全体の%で 、全体の半分以上が、この二っのグループに属する。

私達のまわりの実態 もこの数字の方に合 っている。

表 ⑥ 労働時間の長さ別の雇用者数(構 成比の推移)

経済企画所 経済研究所 「経済分析」!984.1月号亅

一1鑼::讐灘ll鑼1
2.週 平均1～14時 間 は割愛
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表 ⑦

年次有給休暇(付 与 日数 と取得 日数)

日

20 匚コ 付与 日数

16

14

12

10

8

6

4

2

0
八 八 九 九 年
〇 五 〇 二

/付 響 取得騨 取器

昭和48年1973年 労働 省

74大 臣 官房 政策 調 査 部

50年1975年 「賃 金労 働 時 間制 度 等 総
:合調 査 」

76

77

78

7930人 以上 の規 模 の事 業 所

55年1980年14.48.861.1

8115.08.355.3年 次 有 給 休 暇 が あ るの に 、 な ぜ 半 分

8215.18.757.6し か と らな い の か。

8314.88.859.5取 得 率 はむ し ろ減 って い る。 こ れ も

8414。88.255.4日 本 人 の七 ふ し ぎの ひ とっ 。

60年1985年15.27.851.3

86114.917.5150.3

87115.117.6150.3

88115.317.6149.7

平 成 元 年8915.47.951.3

1990年15.58.252.9

91年15.78.654.8

4年1992年16.19.055.9
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一
①
α

表 ⑧

国
民
経
済
計
算
年
報

(経
済
企
画
所
)

GDPと 同額

/
国 内総支 出

(10億 円)

経済成長率

C%)

名 目 実 質 名 目 実 質

昭和48年 1973年 116,715 207,804 21.0 4.8

74 138,451 207,743 18.6 一 〇
.o

50年 1975年 152,362 215,849 10.0 3.9

76 171,293 224,509 12.4 4.0

77 190,095 235,080 11.0 4.7

78 208,602 246,851 9.7 5.0

79 225,237 260,415 8.0 5.5

55年 1980年 245.547
,

269,024 9.0 3.3

81 260,801 277,867 6.2 3.3

82 273,322 287,041 4.8 3.3

83 285,593 295,371 4.5 2.9

84 305,144 308,501 6.8 4.4

60年 1985年 324,159 322,753 6.2 4.6

86 338.353
,

332,004 4.4 2.9

8? 353,989 347,535 4.6 4.7

88 376,889 368,351 6.5 6.0

平成元年 89 402,311 384,141 6.7 4.3

1990年 432,589 404,561 7.5 5.3

91 455,862 419,035 5.4 3.6

4年 1992年 465.431
,

420,855 2.1 0.4

一 日の生活時 間の中の自由時 間は
、 た しか にふ えている。 しか し20年 間 に

わず か30分 で ある。GDPが ほぼ同 じ頃、2倍 以上(実 質)に ふ えた経済成

長 のめざま しさか ら言え ば、労働者へ の余暇 の配分 は、 あま りに小 さす ぎる。

1日 の時間の使 い方の変化(国 民全体、全員平均時間)

生活必需行動 社会生活だ動 ノー

(出典)NHK放 送文化研究所 「1990年 度国民生活時間調査(平 成3年3月)」
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現在、職業を持 っている者の81.4%が 雇用されている勤労者であるので、余暇を語 る場合、

どうして も会社の中の労働時間との対比が中心になる。

そして日本人の余暇問題が、 とりわけ長い労働時間との関係で語られる時に、 しばしば指摘

されるいくっかの論点がある。

その第一は、生産現場ではいわゆる トヨタ方式といわれるような、ギ リギ リの作業時間内に

欠陥品ゼロの作業工程がオー トメーション方式で進められているけれども、事務職の労働の密

度は、かなり粗いのではないかという指摘である。労働時間か らみれば形式的には長いかもし

れないが、 ダラダラと長い会議、根まわ しに歩きまわる時間、いちいち上司に伺いを立てて、

決裁を待っ手続 き、文書か電話ですむのに、いちいち交渉相手に会って雑談をまじえて話 し合

う無駄、 とくに外での会合や訪問に要する交通の時間(コ ーヒーをどこかで一杯という時間が

はいる)、客の接待と称 して会食や日曜ゴルフ 仕事か娯楽かわからないような 「あいまい

時間」、「ながら時間」が多いという観察は、たしかに当たっているところがある。テ レビに出

てくるサラリーマンや官僚が、話 しあいに、なぜあれほど料亭を使わねばな らないのか、官官

接待でなくとも 「そのような仕事」には疑問を禁 じえない。

しかし、 コンピュータの導入、インターネットによる通信などが、このような事務職の特権

を奪いっっあることはたしかで、 フレックスタイムの導入、能力給への転換、ノルマや、査定

による出来高払い、裁量労働などが、期 日に追われてふろしき残業まで しなければな らない状

態をっくり出 している。労働者の流動化 と派遣労働 ・パー ト職、短期契約社員の増大は出来高

払いの能力給 にほかならない。そのためコンピュータ労働による神経疲労が職業病を生みだ し

ていて、職種の交替や一定時間ごとの休息時間、余暇時間でのバランスの回復が、産業医によっ

て強 く警告 されている。

次に指摘 される第二の問題点 は、仕事が終 っても上司や仲間がいる限 り、なかなか職場を去

ろうとしない勤労者の習性 について、である。他人より一足、先に来て、帰る時は少なくとも、

まっさきには帰 らない。年休 も半分 しかとらない。家族や生活のことよりも、会社第一に考え

る会社人間、企業帰属意識、会社 との同一化が、どのようにして起るか、 という問題である。

このことに関 しては、客観的条件(社 会的背景)に その原因を求める渡辺治 と、個人の内面

に原因ありとする藤田省三のどちらもが真実を言い当てている。

会社人間がどのようにしてできあがるか、 にっいては、入社前の学校教育にまで遡 らねばな

らないが、紙数の関係もあり、その点 にっいては、すでに岩波新書 『戦後を語 る」の中にも書

いたので、 ここでは割愛する。

一言で言 えば、軍国主義時代の天皇のために死ぬファンズムの教育 は、現在、よき企業人 と

なる教育 に変わっただけである。人生を会社 に捧げっ くし、他社 との競争、 自社内にの出世競

争、国際競争をものともせず、会社の規則を遵守、遅刻も欠勤 もせず、単身赴任 も甘受 し、そ

の反対に社会に対 しては、公害を出 しても、エイズ血液製剤のように人命を犠牲 にしても、不

良債権に関する暴力団とっながっても、政治家への違法な献金を しても、何 とも思わない

ある場合には罪を一身にひきうけて自殺する そういう人間が、 日本の偏差値教育、画一的

管理教育、はげしい受験戦争の中ですでに育て られているのである。
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第11章 暮らしの中の労働と余暇

企業は社員の競争意欲をかきたてるために職員、工員などの身分制の壁を形式上はとりはらっ

て、労働者聞の不断の競争をあおった。 ブルーカラーの労働者にも、作業長、班長、工場長な

どの管理職をっ くり上向志向をあおった。他方社宅や企業福利制度で、労働者の忠誠に答え も

した。

労働者は、組合をっくって団結 し、時短や労働を人間的にすることによって人間 らしい生活

を守 らなければならないのに、企業に忠誠をっくして昇進 し、その結果、金銭で生活を豊かに

することが現実的であると考えたのである。労働組合 もまた、 このような激烈な競争の結果起

る生活の空洞化 に歯止めをかけるよりは、企業の成長に依存 して、その分け前をとることを組

合活動だと考えた。 これでは、余暇に対する価値意識は芽ばえない。

日本人の働き蜂中毒を、上記のような外側からの強制 と考えずに、日本人は仕事の中に生き

がいを見いだす民族で、キ リス ト教的な考えとは異る儒教の精神風土を持っている、 と解説す

る人 びとがいる。そのような見方に対 して、藤田省三は 『全体主義の時代経験』の中で、働き

蜂の会社人間というのは、結局ニヒリズムの裏返 しであり、それを 『能動的ニヒリズム」 と呼

んでいる。

人間として外の世界の事柄 と対面するのを怖れ、相互的交渉を怖れ、その恐れを自ら認める

ことを忌避 してその結果 としての 「安楽」への隷属状態に甘ん じる。 もし自由に開放 された休

息や楽 しみ、安 らぎを求める人間なら、隷属状態を欲することはない。安楽への隷属 は、手近

なところで保護 してくれそうな者を利益保護i者として探 し求める。会社への依存と道剰忠誠、

有力組織への利己的な帰属心、その線上での国家への依存感覚 過剰忠誠とは、誠実 という

ような克己や抑制を伴 う徳性 とはまった く違う反対物である。そのような会社人間が、余暇を

得て、全 く自由な、強制のない主体的な場を得たとき、いみじくもフロムが言ったように、す

べてを自分で考え、 自分で感 じ、 自分で判断しなければならない自由の重さに耐えかねて しま

うのではないだろうか。

内山節は 「時間にっいての12章 』で、他の言葉で、藤田の言ったことを豊かに言 いかえて

いる。

つまり1960年 代以降の社会は、人間が自分の一生を、社会のっ くり出 したシステム通 りに

っ くっていかなければならない社会だった。学歴社会、一流大学、そして企業へ 。企業の

中では管理された時間秩序があり、そのような時間に支配された 「よき企業人」になればなる

ほど、人間の主体は喪失 してい く。そのような自己喪失を 「私の労働は価値がある」 という生

きがい感によって支えようとする。

けれども、誰か らも支配されずに、 自分がっくりたいものを、自分の創造力や楽しみでっくっ

ていく労働とちがって、会社の中の労働は、本当に社会に役立 っているのかどうか、本当はわ

か らない労働である。誰かがきめ、作業行程のマニュアル通 りに働 くとき、それは、会社との

関係の中で労働 しているのであって、 自然や社会そのものとの関係、作品そのものとの間で出

会う喜びや豊かさは、そこにはない。 自分が自分 としてある存在の時間を切 り売りすることに

よって、自分の時間を他者のきめた支配と計画通 りにす りへ らしていく。その時、勤労者その
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ものの心理 には大きな変化が起 り、おそらく余暇時間をも、そのように定あ られた時間として

使 う習性を持っのではないか。

もし、他の何者にも干渉 されない自由な時間を持っ ことができたとしても、そのような他律

的な自由な時間の中で確立 された近代的自我は、それが孤独な自我の時間である限りは、本当

の存在感を得 ることにはっながらないのではないか、 というのが内山の問いかけである。

彼の言葉を借りれば、現代社会が必要 とするのは、他律を排 した個人意識的な、自由な自己

の時間ではない。隷属的でもなく他律的でもなく、機械的、無機的な時間秩序にしば られるこ

とのない、新 しい関係性の樹立ではないかというのである。自然との関係性、他者との関係性、

仕事 との関係性、それ らの新 しい革新がなければ、ただ自由時間を得て も、人間性の回復はあ

りえない、 ということであろう。

余暇が、以上のような、それぞれの根本的な問いかけなしに、ただ形式的に獲得されると、

それはレジャー産業の顧客としてのみ意味を持っようになる。2000年 には150兆 円産業にな

るであろうと予測される余暇産業の下で、多額の家計支出を伴 って消費される余暇時間は、た

だ 「時間消費型余暇」であるにすぎず、「余暇像なき余暇増」をっ くり出す にす ぎないのでは

ないだろうか。

日本人の余暇を調査する場合に、余暇産業を通 して調査すれば、それでほぼ全体像がっかめ

るのに対 して、 ヨーロッパでは、余暇産業の利用以外に、地域 コミュニティの中での余暇や、

それぞれの人間の金銭消費型でない余暇が多いために、余暇産業調査では、余暇の全ぼうをっ

かむことができない、という違いを生 じている。(表 ⑨)

日本の余暇への展望をひらくには、職業別、年令別、所得別、性別などの形式的区分調査以

外に、環境 を守るグループなどの価値観別の具体的余暇調査の必要があるのではないだろうか。

他方、歴史 の中で、余暇思想がどのようであったかの研究 も欠かせない。

今後の研究に待ちたい。
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第11章 暮 らしの中 の労働 と余暇

表 ⑨ 余 暇 市 場 規 模(部 門 別)(10億 円)

出典:㈲ 余暇開発 セ ンター 「レジャー白書」

80000

70000行

楽

60000

50000

30000

20000

1・… 創 作

二 五 〇 三

消 費 支 出 計 自由 時 間 関連 支 出

/実 数 黻 比 総務 庁 統 計 局

(円)(円)(%)「 家 計 調 査 年 報 」

昭 和48年1973年1・345・394281・32420・9よ り作 成

741,632,286342,72821.0

50年1975年1,895,786407,58821.5全 国全 世 帯

762,097,484445,42421.2自 由 時間 関 連 支 出 と は、

772,285,961494,52721.6一 般 外 食

782,420,568536,65522.2耐 久 財

792,576,363588,09822.8教 養 娯 楽

55年1980年2,766,812611,78822.1ス ポ_ッ

812・880・163631・04321・9旅 行

823,038,024677・42222・3そ の他(小 遣い
、諸会費等)

833・114・249694・28522・3の 合 言襭 で
、1世 帯 当 た りの

843,195,829737,42323.1 年 間金 額

60年1985年3,277,373759,38123.2

863,316,493781,13523.6

873,371,326794,07223.6

883,493,468850,69124.4

平 成 元 年893,592,205888,39824.7

1990年3,734,084910,01124.4

913,925,358950,71424.2

4年924,003,931972,05124.3

5年1993年4,022,955972,75924.2
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量労働導入労基法改正↓週46時間にリゾート法施行前川レポート発表新風営法施行祝日法改正週休2日制推進計画発表家族旅行村創設都道府県余暇担当課会議余暇行政連絡会議余暇開発センター設立各省余暇担当室設置青少年旅行村創設少年自然の家創設国民休養地創設新全国総合開発発表国民保養センター創設祝日法改正海外旅行自由化観光基本法公布簡保保養センター創設全国総合開発計画発表国民休暇村創設青年の家創設ユースホステル創設自然公園法布売春防止法立国民保養温泉地創設風俗営業等取締法制定
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